
- 1 -

平成２３年７月１５日

重要無形文化財の保持者の認定について

Ⅰ．答申内容

（１）追加認定（各個認定）

重要無形文化財 保 持 者

名称 氏名

（芸名）

生年月日

（年齢）

住所

（芸能の部）

歌舞伎
か ぶ き

立役
たちやく

波
なみ

野
の

辰
たつ

次
じ

郎
ろう

（中
なか

村
むら

吉
きち

右
え

衛
も

門
ん

）

昭和19年5月22日

（満67歳）

東京都港区南青山2－9－3

組踊音楽歌三
くみおどりおんがくうたさん

線
しん

西江
に し え

喜
き

春
しゅん

昭和15年8月25日

（満70歳）

沖縄県那覇市字仲井真263

－9

文化審議会（西原 鈴子 会長）は、７月１５日に開催された同審議会文化財分科会

の審議・議決を経て、次のとおり文部科学大臣に答申しましたのでお知らせします。
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（２）追加認定（総合認定）

年齢は平成 23 年 7 月 15 日現在

重 要 無 形 文 化 財 保 持 者

名 称 保持者及びその代表者
の氏名

所属する
機関又は団体 氏 名 芸 名 生年月日

（年齢）
住 所

能楽 社団法人日本能楽会会員

代表者

野村 四郎

東京都渋谷区松濤1-16-4

社団法人日本能楽会

シテ方（26名）

遠田
と お だ

修
おさむ

昭和27年

1月8日

（満59歳）

埼玉県蓮田市

柴田
し ば た

稔
みのる

昭和32年

5月18日

（満54歳）

神奈川県大和市

中所
なかしょ

宣夫
の ぶ お

中所
なかしょ

宜夫
の ぶ お

昭和33年

4月18日

（満53歳）

東京都あきる野

市

下平
しもだいら

克
かつ

宏
ひろ

昭和33年

9月20日

（満52歳）

東京都世田谷区

鷹尾
た か お

弘
ひろ

雅
まさ

鷹尾
た か お

維
ゆき

教
のり

昭和39年

6月25日

（満47歳）

福岡県福岡市

浅井
あ さ い

通
みち

昭
あき

昭和39年

7月19日

（満46歳）

京都府京都市

藤波
ふじなみ

重彦
しげひこ

昭和39年

9月27日

（満46歳）

東京都目黒区

小田切
お だ ぎ り

康
やす

陽
はる

昭和40年

2月10日

（満46歳）

埼玉県さいたま

市

伊藤
い と う

嘉
よし

章
あき

昭和40年

3月12日

（満46歳）

神奈川県横浜市

馬野
う ま の

正基
ま さ き

昭和40年

6月24日

（満46歳）

東京都中野区

藤谷
ふじたに

音
おと

弥
や

藤谷
ふじたに

音彌
お と や

昭和40年

10月3日

（満45歳）

兵庫県神戸市

奥川
おくかわ

恒
こう

治
じ

昭和40年

12月18日

（満45歳）

東京都杉並区
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重 要 無 形 文 化 財 保 持 者

名 称 保持者及びその代表者
の氏名

所属する
機関又は団体 氏 名 芸 名 生年月日

（満 歳）
住 所

能楽 社団法人日本能楽会会員

代表者

野村 四郎

東京都渋谷区松濤1-16-4

社団法人日本能楽会

鷹尾
た か お

彰
あき

久
ひさ

鷹尾
た か お

章
あき

弘
ひろ

昭和41年

2月6日

（満45歳）

福岡県福岡市

味方
み か た

玄
しずか

昭和41年

10月8日

（満44歳）

京都府京都市

銕本
てつもと

大介
だいすけ

上田
う え だ

大介
だいすけ

昭和41年

12月16日

（満44歳）

大阪府豊中市

浦田
う ら た

保
やす

親
ちか

昭和42年

9月4日

（満43歳）

京都府京都市

分
わけ

林
ばやし

道
みち

治
はる

昭和42年

11月3日

（満43歳）

京都府京都市

大西
おおにし

礼
ふみ

久
ひさ

昭和43年

1月6日

（満43歳）

兵庫県川西市

片山
かたやま

伸
しん

吾
ご

昭和43年

4月6日

（満43歳）

京都府京都市

山中
やまなか

一浩
かずひろ

山中
やまなか

一
かず

馬
ま

昭和32年

10月24日

（満53歳）

茨城県牛久市

粟谷
あ わ や

充
みつ

雄
お

昭和40年

3月17日

（満46歳）

東京都渋谷区

粟谷
あ わ や

浩之
ひろゆき

昭和41年

7月9日

（満45歳）

埼玉県所沢市

狩野
か の

了一
りょういち

昭和42年

4月10日

（満44歳）

東京都杉並区

友枝
ともえだ

雄人
たけひと

昭和42年

10月28日

（満43歳）

東京都豊島区

内田
う ち だ

成
しげ

信
のぶ

昭和43年

3月2日

（満43歳）

東京都大田区
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重 要 無 形 文 化 財 保 持 者

名 称 保持者及びその代表者
の氏名

所属する
機関又は団体 氏 名 芸 名 生年月日

（満 歳）
住 所

能楽 社団法人日本能楽会会員

代表者

野村 四郎

東京都渋谷区松濤1-16-4

社団法人日本能楽会

金子
か ね こ

敬一郎
けいいちろう

昭和43年

9月24日

（満42歳）

埼玉県戸田市

ワキ方（1 名）

寳生
ほうしょう

欣
きん

哉
や

宝生
ほうしょう

欣
きん

哉
や

昭和42年

5月21日

（満44歳）

東京都練馬区

小鼓方（3名）

津村
つ む ら

幸彦
ゆきひこ

横山
よこやま

幸彦
ゆきひこ

昭和43年

4月3日

（満43歳）

広島県広島市

吉阪
きちさか

一郎
いちろう

昭和40年

4月26日

（満46歳）

京都府京都市

鵜
う

澤
ざわ

洋太郎
よ う た ろ う

昭和44年

9月29日

（満41歳）

東京都中野区

大鼓方（2名）


つじ

雅之
まさゆき

昭和44年

8月9日

（満41歳）

大阪府阪南市

成田
な り た

有辞
ゆ う じ

谷口
たにぐち

正壽
まさとし

昭和43年

12月20日

（満42歳）

滋賀県大津市

狂言方（1名）

佐藤
さ と う

融
とおる

昭和44年

1月6日

（満42歳）

愛知県名古屋市
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Ⅱ．解説

〔（１） 追加認定（各個認定）〕

（芸能の部）

１ 歌舞伎
か ぶ き

立役
たちやく

波野
な み の

辰
たつ

次郎
じ ろ う

（芸名 中村
なかむら

吉
きち

右
え

衛門
も ん

）

「歌舞伎立役」は、昭和３５年４月１９日に重要無形文化財に指定され、現在、保

持者として 林
はやし

宏太郎
こうたろう

氏（芸名 坂田
さ か た

藤
とう

十郎
じゅうろう

）及び寺嶋
てらじま

秀
ひで

幸
ゆき

氏（芸名 尾上
お の え

菊五郎
きくごろう

）

が認定されている。これら現保持者に加えて、波野氏を保持者として「追加認定」す

るもの。

（１） 重要無形文化財「歌舞伎立役」について

歌舞伎は、江戸時代初頭に創始された民衆演劇で、先行芸能を摂取しつつ独自の舞

台芸術として発展を遂げ、演技・演出の面で数々の優れた特色を持つなど、芸術上特

に価値が高く、芸能史上において特に重要な地位を占めるものである。

歌舞伎立役は、歌舞伎において主役となる男性役を演じるもので、荒事・和事・実

事など幅広い役柄を含み、歌舞伎を成立させる上で欠くことのできない技法である。

（２）保持者の追加認定について

① 保持者

氏 名 波野
な み の

辰
たつ

次郎
じ ろ う

（芸名 中村
なかむら

吉
きち

右
え

衛門
も ん

）

生年月日 昭和１９年５月２２日（満６７歳）

住 所 東京都港区南青山２－９－３

② 保持者の特徴

同人は、伝統的な歌舞伎立役の技法を高度に体現。特に義太夫
ぎ だ ゆ う

狂言
きょうげん

時代物
じだいもの

や新歌舞

伎の歴史劇において高い評価を得ており、また、数々の賞を受賞し、日本芸術院会員

にも選ばれている。また、後継者の育成や歌舞伎の振興にも尽力している。
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③ 保持者の概要

同人は、昭和１９年に藤間
ふ じ ま

順次郎
じゅんじろう

氏（芸名 松本
まつもと

白鸚
はくおう

昭和５０年重要無形文化財

「歌舞伎立役」（各個認定）保持者）の次男として東京都に生まれ、母方の祖父であ

る波野
な み の

辰
たつ

次郎
じ ろ う

氏（芸名 初世中村吉右衛門 日本芸術院会員、文化勲章受章者）の養

子となった。昭和２３年、中村
なかむら

萬之
ま ん の

助
すけ

を名乗って初舞台を踏み、同４１年に二世中村

吉右衛門を襲名。その後も研鑽を重ねて歌舞伎立役の伝統的技法を高度に体得し、と

りわけ義太夫狂言時代物の主人公のように、剛毅重厚にして複雑な内面を持った役々

における演技は、高い評価を受けている。また、新歌舞伎の歴史劇における優れた作

品解釈と台詞
せ り ふ

術にも定評がある。こうした舞台成果によって、同人は芸術祭大賞をは

じめ数々の栄誉に輝き、日本芸術院会員にも選ばれている。

また、同人は長年にわたって社団法人日本俳優協会や社団法人伝統歌舞伎保存会の

役員を歴任するなど、後進の育成や歌舞伎の普及振興にも尽力している。

以上のように、同人は、重要無形文化財である歌舞伎立役の技法を高度に体現して

いる。

④ 保持者の略歴

昭和 ２３年 中村萬之助を名乗り、初舞台

同 ４１年 二世中村吉右衛門を襲名

同 ４７年 重要無形文化財「歌舞伎」（総合認定）保持者

同 ５３年 芸術選奨文部大臣新人賞

同 ６０年 芸術祭優秀賞

同 年 日本芸術院賞

同 年 社団法人日本俳優協会理事（平成１４年まで）

平成 ３年 松尾芸能賞大賞

同 １１年 社団法人伝統歌舞伎保存会理事（現在に至る）

同 １４年 日本芸術院会員（現在に至る）

同 年 社団法人日本俳優協会常務理事（現在に至る）

同 １５年 芸術祭大賞

同 年 読売演劇大賞選考委員特別賞
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同 １９年 毎日芸術賞

同 年 朝日舞台芸術賞

同 ２０年 伝統文化ポーラ賞大賞

同 ２１年 読売演劇大賞選考委員特別賞

（３）備考

同分野の既認定者

（死亡解除）

太田
お お た

照造
しょうぞう

（芸名 三世 市川
いちかわ

寿
じゅ

海
かい

）

（昭和３５年 ４月１９日指定・認定～昭和４６年 ４月 ３日認定解除）

荒川
あらかわ

清
きよし

（芸名 三世 市川
いちかわ

左團
さ だ ん

次
じ

）

（昭和３９年 ４月２１日認定～昭和４４年１０月 ３日認定解除）

林
はやし

好雄
よ し お

（芸名 二世 中村
なかむら

鴈
がん

治郎
じ ろ う

）

（昭和４２年 ４月１０日認定～昭和５８年 ４月１３日認定解除）

藤間
ふ じ ま

豊
ゆたか

（芸名 二世 尾上
お の え

松緑
しょうろく

）

（昭和４７年 ４月１７日認定～平成 元年 ６月２５日認定解除）

片岡
かたおか

千代之
ち よ の

助
すけ

（芸名 十三世 片岡
かたおか

仁
に

左
ざ

衛門
え も ん

）

（昭和４７年 ４月１７日認定～平成 ６年 ３月２６日認定解除）

守田
も り た

俊
とし

郎
お

（芸名 八世 坂東
ばんどう

三津五郎
み つ ご ろ う

）

（昭和４８年 ４月 ５日認定～昭和５０年 １月１６日認定解除）

藤間
ふ じ ま

順次郎
じゅんじろう

（芸名 松本
まつもと

白鸚
はくおう

）

（昭和５０年 ４月２３日認定～昭和５７年 １月１１日認定解除）

波野
な み の

聖司
せ い じ

（芸名 十七世 中村
なかむら

勘
かん

三郎
ざぶろう

）

（昭和５０年 ４月２３日認定～昭和６３年 ４月１６日認定解除）

坂東
ばんどう

衞
まもる

（芸名 十七世 市村
いちむら

羽
う

左
ざ

衛門
え も ん

）

（平成 ２年 ４月２５日認定～平成１３年 ７月 ８日認定解除）

渡邊
わたなべ

一
はじめ

（芸名 五世 中村
なかむら

富
とみ

十郎
じゅうろう

）

（平成 ６年 ６月２７日認定～平成２３年 １月 ３日認定解除）
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（現保持者）

林
はやし

宏太郎
こうたろう

（芸名 坂田
さ か た

藤
とう

十郎
じゅうろう

）

（平成 ６年 ６月２７日認定）

寺嶋
てらじま

秀
ひで

幸
ゆき

（芸名 尾上
お の え

菊五郎
きくごろう

）

（平成１５年 ７月１０日認定）
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２ 組踊音楽歌三
くみおどりおんがくうたさん

線
しん

西江
に し え

喜
き

春
しゅん

「組踊音楽歌三線」は平成１７年８月３０日に重要無形文化財に指定され、現在、

保持者として城間德
しろまとく

太郎
た ろ う

氏が認定されている。現保持者に加えて、西江氏を保持者と

して「追加認定」するもの。

（１）重要無形文化財「組踊音楽歌三線」について

組踊は、琉球国において清国使節を歓待するために創作され、１７１９年に初演さ

れた沖縄に伝わる歌舞劇である。組踊の音楽は、歌三線、箏
そう

、太鼓、笛、胡弓で構成

される。

組踊音楽歌三線は、三線の演奏にのせて組踊の登場人物の心情や各場面の背景など

を繊細に歌い出すものである。演技者の台詞の最後にかかる歌い出しや、動作に応じ

て微妙な緩急をつけるなど、組踊の筋の展開や演技、台詞との関わりなどに配慮して

表現されるものである。

組踊音楽歌三線は、芸術上特に価値が高く、芸能史上特に重要な地位を占め、かつ

地方的特色が顕著である。

（２）保持者の認定について

① 保持者

氏 名 西江
に し え

喜
き

春
しゅん

生年月日 昭和１５年８月２５日（満７０歳）

住 所 沖縄県那覇市字仲井真２６３－９

② 保持者の特徴

同人は、長年の研鑽により、組踊音楽歌三線の伝統的な演奏技法を高度に体現する

に至った。組踊の登場人物の心情や各場面の背景などを繊細かつ情感豊かに歌い出す

表現力と、技芸の的確さ、安定感で高い評価を受けており、また、後継者の育成や組

踊の振興にも尽力している。
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③ 保持者の概要

同人は、昭和３８年に宮里
みやざと

春
はる

行
ゆき

（昭和４７年重要無形文化財「組踊」（総合認定）

保持者）に入門し、琉球古典音楽の歌三線（安冨
あ ふ

祖
そ

流）を学び始め、同４２年からは

組踊音楽歌三線の修業を始めた。

同人は、組踊の登場人物の心情や各場面の背景などを繊細かつ情感豊かに歌い出す

表現力と、前奏なしの歌い出しや演技者の台詞の最後にかかる歌い出しなどの的確さ、

安定感で高い評価を受けており、実演家からの信頼も厚い。伝統組踊保存会や、国立

劇場おきなわが主催する組踊公演等で、主要演奏家として活躍している。

また同人は、平成８年から沖縄県立芸術大学助教授、同１６年から１８年まで同大

学教授を務め、同１５年から伝統組踊保存会理事、同２０年から同保存会常任理事の

要職にあり、後継者の養成及び斯界の振興にも尽力している。

以上のように、同人は、重要無形文化財である組踊音楽歌三線の技法を高度に体現

している。

④ 保持者の略歴

昭和 ３８年 宮里春行に入門し正式に琉球古典音楽の歌三線を学ぶ

同 ４１年 琉球新報社主催芸能コンクール新人賞

同 ４２年 琉球新報社主催芸能コンクール優秀賞

同 年 組踊音楽歌三線の修業を始める

同 ４４年 琉球新報社主催芸能コンクール最高賞

平成 ８年 沖縄県立芸術大学助教授（同１６年まで）

同 年 沖縄県指定無形文化財「沖縄伝統舞踊」保持者

同 １１年 沖縄県指定無形文化財「沖縄伝統音楽安冨祖流」保持者

同 １３年 重要無形文化財「組踊」（総合認定）保持者

同 １５年 伝統組踊保存会理事（同２０年まで）

同 １６年 沖縄県立芸術大学教授（同１８年まで）

同 ２０年 伝統組踊保存会常任理事（現在に至る）

同 ２１年 重要無形文化財「琉球舞踊」（総合認定）保持者

同 ２２年 沖縄県文化功労者表彰
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（３）備考

同分野の既認定者

（現保持者）

城
しろ

間
ま

德
とく

太
た

郎
ろう

［野村
の む ら

流］

（平成１７年８月３０日指定・認定）
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〔（２） 追加認定（総合認定）〕

１ 能楽
のうがく

（社団法人日本能楽会会員）

「能楽」は昭和３２年１２月４日に重要無形文化財に指定され、その保持者として社

団法人日本能楽会会員が総合的に認定され、現在４４８名の保持者がいる。これらの保

持者に加えて、３３名を保持者の団体の構成員として「追加認定」するもの。

（１）保持者の団体の構成員の追加認定

今回認定する３３名は、能楽の技法を高度に体現し、重要無形文化財「能楽」の保

持者としてふさわしい者であるので、重要無形文化財「能楽」の保持者の団体の構成

員（社団法人日本能楽会会員）として追加認定するものである。

（２）備考

① 追加認定の経過

第 １次認定 ４０名 昭和３２年１２月 ４日

第 ２次認定 １００名 昭和４０年 ４月２０日

第 ３次認定 ３７名 昭和４２年 ５月３０日

第 ４次認定 ４５名 昭和４７年 ５月１６日

第 ５次認定 １１６名 昭和５０年 ５月２８日

第 ６次認定 ６４名 昭和５３年 ５月３１日

第 ７次認定 ６１名 昭和５７年 ５月２７日

第 ８次認定 ６４名 昭和６１年 ４月２８日

第 ９次認定 ７０名 平成 ３年１１月 １日

第１０次認定 ５７名 平成１０年 ６月 ８日

第１１次認定 ７２名 平成１３年 ７月１２日

第１２次認定 ６７名 平成１６年 ９月 ２日

第１３次認定 ２９名 平成１９年 ９月 ６日
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② 今回追加認定後の保持者数

４８１名（延べ８５５名）



- 14 -

Ⅲ．参考

１．重要無形文化財の指定制度及び保持者等の認定制度

我が国の伝統的な芸能や工芸技術のうち、芸術上又は歴史上価値の高いものを重要無

形文化財として指定し、これらのわざの高度な体現者・体得者をその保持者又は保持団

体として認定。

＜認定の概要＞

（１）保持者

①各個認定・・・重要無形文化財に指定されている芸能又は工芸技術を高度に体現・体

得している個人を認定。

②総合認定・・・重要無形文化財に指定されている芸能を２人以上の者が一体となって

体現している場合に、これらの者が構成している団体の構成員を認定。

（２）保持団体

重要無形文化財に指定される工芸技術の性格上個人的特色が薄く、かつ当該わざ

を保持する者が多数いる場合には、これらの者が主たる構成員となっている団体を認

定。

２．指定・認定までの手続き

毎年１回、重要無形文化財の保持者の死亡による認定の解除数、芸能及び工芸技術の

分野の実態などを踏まえて、有識者により構成する文化審議会の専門調査会における専

門的な調査検討を受けて、文化審議会の答申に基づき、文部科学大臣が保持者や保持団

体の認定を行っている。
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３．「重要無形文化財」の指定件数と「保持者」及び「保持団体」の認定数

保持者（各個認定）

（１）「重要無形文化財｣の指定件数と「保持者（各個認定）」の認定数

区 分 芸能の部 工芸技術の部 合計

指定件数 保持者数 指定件数 保持者数 指定件数 保持者数

指 定 ･ 認 定 前 ３９ ５６ ４３ ５９

※(５８)

８２ １１５

※(１１４)

今回の指定･認定 ０ ２ ０ ０ ０ ２

指 定 ･ 認 定 後 ３９ ５８ ４３ ５９

※(５８)

８２ １１７

※(１１６)

※工芸技術の部に重複認定が１人いるため、（ ）内の数は実人員を示す

（２）「重要無形文化財保存特別助成金」の交付について

重要無形文化財保持者（各個認定）には、技の錬磨向上及び伝承者養成のための経

費として、「重要無形文化財保存特別助成金」（１人年額２００万円）を交付してい

る。

保持者（総合認定）及び保持団体

（１）「重要無形文化財」の指定件数と「保持者の団体」数及び「保持団体」数

区 分 芸能の部 工芸技術の部

指定件数 保持者の団体

数

指定件数 保持団体数

指 定 ･ 認 定 前 １２ １２ １４ １４

今回の指定･認定 ０ ０ ０ ０

指 定 ･ 認 定 後 １２ １２ １４ １４

（２）上記団体には伝承者養成のために必要な経費を交付している。


